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●
15
〜
19
歳
の
事
故
が
全
体
の
約
28
％（
36

件
）で
最
多
で
あ
り
、
次
い
で
20
〜
24
歳
、

10
〜
14
歳
と
続
き
、
10
代
で
全
体
の
約

35
％（
45
件
）を
占
め
る

　
ま
た
、
交
差
点
や
横
断
歩
道
付
近
、
商
業

施
設
な
ど
の
道
路
に
面
し
た
場
所
か
ら
車
道

に
出
て
、
車
と
出
会
い
頭
に
衝
突
す
る
交
通

事
故
が
約
55
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
市
内
を
南
北
に
通
る
県
道
31
号
線

で
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

ー
一
時
不
停
止
が
事
故
の
原
因
に

　
「
止
ま
れ
」の
標
識
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

止
ま
ら
ず
に
通
行
す
る「
一
時
不
停
止
」の
違

反
が
多
く
、
交
差
点
で
の
出
会
い
頭
の
衝
突

事
故
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
春
日
警
察
署
に
寄
せ
ら
れ
る
取
り

締
ま
り
要
望
の
中
で
特
に
多
い
場
所
は
、

ー
県
道
31
号
線
で
事
故
が
多
発

　
令
和
４
年
中
の
市
内
に
お
け
る
交
通
事
故

発
生
件
数
は
５
０
３
件
で
前
年
に
比
べ
３
件

減
少
し
ま
し
た
。
一
方
、
自
転
車
関
連
事
故

は
１
２
８
件
で
前
年
に
比
べ
15
件
増
加
し
て

お
り
、
全
交
通
事
故
の
約
４
分
の
１
を
占
め

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
中
の
市
内
に
お
け
る
自
転
車
関

連
事
故
の
特
徴
と
し
て
、
次
の
２
点
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

●
通
勤
・
通
学
や
帰
宅
時
間
帯（
午
前
７
時

〜
９
時
、
午
後
３
時
〜
６
時
）に
多
発

Ｊ
Ｒ
春
日
駅
の「
千ち

は
る春
地
下
歩
道
」で
す
。
多

く
の
学
生
や
社
会
人
が
通
学
や
通
勤
で
通
行

す
る
場
所
で
す
が
、
こ
の
地
下
歩
道
で
は
、

自
転
車
に
乗
車
し
て
の
通
行
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
急
い
で
い
て
も
自
転
車
か
ら
降
り

て
、
押
し
て
歩
い
て
く
だ
さ
い
。

ー
違
反
行
為
は
取
り
締
ま
り
の
対
象

　
春
日
警
察
署
で
は
、
警
告
に
従
わ
ず
違
反

行
為
を
繰
り
返
す
な
ど
の
悪
質
ま
た
は
危
険

な
自
転
車
運
転
者
に
対
し
て
は
、
検
挙（
通
称

「
赤
切
符
」な
ど
）を
主
眼
と
し
た
取
り
締
ま
り

を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
信
号
無
視
、
一
時
不
停
止
、
通
行

区
分
違
反（
右
側
通
行
）、
遮
断
踏
切
立
入
違

反
や
酒
酔
い
運
転
な
ど
の
15
類
型
の
危
険
行

為
を
、
３
年
以
内
に
２
回
以
上
繰
り
返
し
た

場
合
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
、
そ
の
自

5月は
自転車月間

命
を
守
る
た
め
に

自
転
車
の
交
通
安
全
ル
ール
を

守
り
ま
し
ょ
う

　
自
転
車
関
連
の
交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
自
分
自
身
や
大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
も
、

自
転
車
の
交
通
安
全
ル
ー
ル
を
知
り
、
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

安
全
安
心
課
防
犯
防
災
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
３

１
０
０
１
４
２
５

市
内
の
自
転
車
関
連
事
故
の

発
生
状
況
と
特
徴

春
日
警
察
署
交
通
第
一
課

藤ふ
じ
い井
誠せ

い
じ二
課
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。
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転
車
運
転
者
に
講
習
を
受
け
る
よ
う
命
令
を

行
い
ま
す
。

　
も
し
受
講
命
令
に
違
反
し
た
場
合
は
、
５

万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

ー
市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
自
転
車
は
車
両（
軽
車
両
）で
あ
り
、
便
利

な
乗
り
物
で
あ
る
半
面
、
誰
も
が
加
害
者
や

被
害
者
と
な
り
得
ま
す
。

　
悲
惨
な
交
通
事
故
を
１
件
で
も
防
止
す
る

た
め
、
自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
始
め
と
し

た
自
転
車
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
各
家
庭
で
も
、
自
転
車
安
全
利
用
に
向
け

た
教
育
や
話
し
合
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
自
動
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

は
、
自
転
車
が
急
な
飛
び
出
し
や
蛇
行
運
転

な
ど
を
行
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、

安
全
な
速
度
で
走
行
す
る
と
と
も
に
、
車
間

距
離
を
十
分
に
保
つ
な
ど
の
思
い
や
り
を

持
っ
た
安
全
運
転
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。春日警察署交通第一課

藤井 誠二 課長

自転車安全利用五則
❶車道が原則、左側を通行

　道路交通法上、自転車は軽車両と位
置付けられ、歩道と車道の区別がある
ところでは車道を通行するのが原則
であり、車道の左側（車両通行帯のな
い道路では左側端）を通行しなければ
なりません。

❷交差点では信号と一時停止を
守って、安全確認
　一時停止標識では、必ず一時停止
を行い、安全を確認した後に進行しま
しょう。

❸夜間はライトを点灯
　自転車のライトは夜道を照らすだけではなく、自分の存在を
早く知らせることで交通事故を防ぐことができます。

❹飲酒運転は禁止
　「飲んだら乗るな」を遵守しましょう。

❺ヘルメットを着用

　
歩
行
者
も
ド
ラ
イ
バ
ー
も
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

重
点
取
り
組
み

●
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全

確
保

●
横
断
歩
行
者
事
故
な
ど
の
防
止
と
安
全
運

転
意
識
の
向
上

●
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル

遵
守
の
徹
底

●
飲
酒
運
転
の
撲
滅

5
月
11
〜
20
日
は
、

「
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」期
間
で
す

　携帯電話を操作しながらの運転や、傘差
し運転などの「ながら」運転は大変危険で
す。絶対にやめましょう。
　また、自転車の定期的な点検整備や、自転
車保険への加入もお忘れなく！

ヘルメットを着用しましょう
道路交通法の改正により、令和５年４月１日から、
全ての自転車利用者にヘルメットの着用が努力義務化されました。

　ヘルメットを着けていない場合、着用時に比べ自転車事故における致死率が約４倍高まります。多くの自転車運転者
は、プロテクターなどの体を保護するものを身に着けておらず、普段の服装で乗車しているため、交通事故に遭った際
には、骨折や出血などを伴う危険性が高くなります。
　交通事故の被害を軽減するためには、頭部を守ることが重要です。ヘルメットを着用し、大切な命を守りましょう。
●ヘルメットは頭のサイズに合ったものを選びましょう　
●先端はまゆ毛の上辺りに合わせて水平にかぶりましょう
●あごひもは、指が１〜２本入る程度に調整しましょう

止まれ
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財政課財政担当　☎（584）1111㈹　F（584）1145

▼一般会計予算　357億7,041万円（前年度比+0.7％）

▼特別会計予算　230億2,877万円（前年度比+2.2％）
各事業の主な増減の理由は、次のとおりです。
●国民健康保険事業（前年度比+4.8％）：一般被保険者療養給付費の増
●後期高齢者医療事業（前年度比+6.0％）：保険料収入の増とそれに伴う保険料納付金の増
●介護保険事業（前年度比+0.9％）：給付費の増
●筑紫地区障害支援区分等審査会事業（前年度比+55.5％）：審査会システム更新業務に伴う増
●下水道事業（前年度比▲4.1％）：企業債償還金の減

※市民1人当たりの予算額を算出するための人口は、令和5年1月末（112,722人）を用いています。
　また、残高は全て令和5年度末見込みのものです。

※特別会計合計および全会計合計は、各会計の万円単位の予算額（下水道事業会計は支出額を計上）の合計です。

会計区分
予算額 対前年度比

令和5年度 令和4年度 増減額 増減率

一般会計 357億7,041万円 355億1,014万円 2億6,027万円 0.7%

特
別
会
計

国民健康保険事業特別会計 103億4,332万円 98億7,314万円 4億7,018万円 4.8%

後期高齢者医療事業特別会計 16億5,648万円 15億6,290万円 9,358万円 6.0%

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 76億9,048万円 76億2,147万円 6,901万円 0.9%
筑紫地区障害支援区分等
審 査 会 事 業 特 別 会 計 2,127万円 1,368万円 759万円 55.5%

下 水 道 事 業 会 計
（ 公 営 企 業 会 計 ）

収入　27億3,809万円 収入　28億5,799万円 ▲1億1,990万円 ▲4.2%

支出　33億1,722万円 支出　34億5,978万円 ▲1億4,256万円 ▲4.1%

特 別 会 計 合 計 230億2,877万円 225億3,097万円 4億9,780万円 2.2%

全 会 計 合 計 587億9,918万円 580億4,111万円 7億5,807万円 1.3%

■令和5年度当初予算 （▲マイナス）

　自主財源の要である市税は、給与所得などの増による個人市民税の増額を見込んでいます。また、
固定資産税についても、堅調な新築数の増を考慮し増額を見込んでいます。
　実質的な地方交付税（地方交付税および臨時財政対策債の合計）については、国の計画を加味し
た上で、増額を見込んでいます。

歳入

　障害福祉サービス経費や認可保育所運営経費をはじめとする扶助費の増ならびに双葉市営住宅建
替事業費、上白水市営住宅建替事業費および庁舎等維持補修費などの増に伴う普通建設事業費の
増などにより、前年度比で増額となりました。

歳出

予算総額　587億9,918万円（前年度比+1.3％）

令和5年度春日市当初予算
〜新たな50年に向けた都市づくりと子育て環境の充実に力を注ぐ未来創造型予算〜

　令和５年度の当初予算をお知らせします。市制50周年を節目として、さらに次の50年を創造してい
くため、西スポーツ・レクリエーション広場整備事業をはじめとした大型事業を展開しつつ、市民一人
一人の生活を丁寧に保障しながら、子育て関連事業のソフト・ハード両面に力を注ぐ、未来創造型の
予算としました。
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0 50 100 150 200 250 300 350 400
億円

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

依存財源自主財源

市税
139億8,027万円　39.1％　

市税
134億5,781万円　37.9％

国県支出金
105億9,949万円　29.9％

使用料・分担金など
26億2,564万円

7.3％

諸収入
6億2,699万円
1.8％

市債
9億8,880万円
2.8％

地方交付税
41億8,108万円

11.8％

地方譲与税など
30億3,033万円

8.5％

国県支出金
105億7,120万円　29.6％

使用料・分担金など
20億528万円

5.6％

諸収入
6億2,119万円
1.7％

市債
10億9,530万円

3.1％

地方交付税
44億6,090万円

12.5％

地方譲与税など
30億3,627万円

8.4％

50 100 150 200 250 300 350 400
億円

0

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

その他の経費義務的経費
投資的
経費

扶助費
117億4,803万円　33.1％

扶助費
120億8,660万円　33.8％

物件費
63億7,289万円
17.9％

物件費
56億585万円
15.7％

人件費
43億9,534万円

12.4％

人件費
43億9,074万円

12.3％

公債費
27億1,485万円

7.6％

公債費
27億1,385万円

7.6％

補助費など
43億3,273万円
12.2％

普通建設事業費など
26億9,862万円
7.6％

普通建設事業費等
33億2,526万円
9.3％

補助費等
42億9,301万円
12.0％

その他
32億4,868万円

9.2％

その他
33億5,410万円

9.3％

　自主財源の要である市税は前年度比3.9％の増、実質的な地方交付税は、前年度比0.5％の増を見込んでいます。
また、建設事業などに伴う市債については、前年度比10.8％の増となる見込みです。

◆増減した主な財源（増減額）
（増） 市税（+5億2,246万円）、地方交付税（+2億7,982万円）、県支出金（+2億3,384万円）
（減） 繰入金（▲5億3,714万円）、国庫支出金（▲2億6,214万円）、財産収入（▲8,205万円）

　義務的経費は、障害福祉サービス経費および認可保育所運営経費などが増となることに伴う扶助費の増が主な要
因となり、3億3,497万円の増となりました。
　投資的経費は、双葉市営住宅建替事業費および上白水市営住宅建替事業費の増などにより、6億2,664万円の増
となりました。

※「使用料・分担金など」は、分担金および負担金、使用料および手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金の合計です。
※「地方譲与税など」は、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方消費税交付金、

環境性能割交付金、国有提供施設等所在市町村助成交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金の合計です。

※その他は、維持補修費、積立金、投資および出資金、貸付金、繰出金、予備費の合計です。

一般会計　歳入

一般会計　歳出

◆性質別
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支出区分 目的 予算額 構成比 市民1人当たりの
予算額

民生費 子どもや障がい者、高齢者などの福祉 179億5,163万円 50.2% 15万9,256円

総務費 市の運営、戸籍、選挙など 36億7,867万円 10.3% 3万2,635円

教育費 小・中学校の運営や、文化・スポーツの振興 35億7,469万円 10.0% 3万1,712円

土木費 道路や公園など都市基盤の整備 31億8,954万円 8.9% 2万8,295円

衛生費 健康づくりやごみ処理、リサイクルなど 28億1,155万円 7.9% 2万4,942円

公債費 借入金の返済 27億1,487万円 7.6% 2万4,085円

消防費 市民の生命を守り、災害を防ぐため 10億4,786万円 2.9% 9,296円

商工費 商工業の振興、中小企業の育成 3億5,267万円 1.0% 3,129円

議会費 議会の運営など 2億6,996万円 0.7% 2,395円

農林水産業費 農業振興など 9,391万円 0.3% 833円

労働費 雇用拡大や失業対策など 3,391万円 0.1% 301円

その他 その他の支出や、緊急を要するときのため 5,115万円 0.1% 454円

合計 357億7,041万円 100.0% 31万7,333円

◆目的別

◆令和5年度に実施する主な事業（全会計）
▶引き続き進めるもの
　双葉市営住宅建替事業（5億6,286万円）、上白水市営住宅建替事業（3億7,174万円）、西スポーツ・レクリエーショ
ン広場整備事業（2億6,590万円）、地区公民館等大規模改修事業（2億4,261万円）、市庁舎長寿命化事業（2億2,988
万円）、ふれあい文化センター設備機器等改修事業（1億5,378万円）、毛勝児童センター大規模改修事業（1億724万円）

▶新たに取り組むもの
　放課後児童クラブ舎予防保全改修事業（9,171万円）、位瀬公園施設整備事業（3,949万円）、ため池ハザードマップ
作成事業（1,199万円）

◆一部事務組合・企業団への負担の状況
　本市が加入する一部事務組合への負担金と春日那珂川水道企業団への出資金などの状況は、下表のとおりです。
給付費の増に伴う福岡県後期高齢者医療広域連合への負担金の増などにより、全体として1億5,342万円の増となり
ました。

区分 共同処理する事務 予算額 市民1人当たりの
予算額

春日大野城衛生施設組合 不燃ごみの処理 2億1,864万円 1,940円

春日・大野城・那珂川消防組合 消防・救急業務 9億9,029万円 8,785円

春日那珂川水道企業団 水道用水の供給 6,563万円 582円

筑慈苑施設組合 火葬場の運営 4,326万円 384円

福岡県自治振興組合 職員研修および公文書の保存など 186万円 17円

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合 消防団員の公務災害補償事務 77万円 7円

筑紫自治振興組合 筑紫地区地域活動支援センターの管理運営など 1,547万円 137円

福岡都市圏南部環境事業組合 可燃ごみの処理 3億6,321万円 3,222円

福岡県後期高齢者医療広域連合 後期高齢者医療制度事務の一部 10億7,141万円 9,505円

合計 27億7,054万円 2万4,579円
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基金の見込み残高　　  173億326万円

市民１人当たりの残高　　15万3,504円

　基金とは、家計に例えると預貯金に当たるもので
す。
　基金には、あらかじめ使い道を決めて積み立てる
もの（連続立体交差事業等整備基金など）と、大幅な
減収や災害など予期しない支出に備えて積み立てる
もの（財政調整基金）があります。
　令和5年度は、西鉄天神大牟田線連続立体交差
事業や上白水公園整備事業などの事業費に充てるた
め、基金を取り崩す見込みで、基金残高は減少する
見込みです。

億円

年度

基金全体
うち財政調整基金

平成26 27 28 29 30 31
（令和元）
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市債の見込み残高　  245億1,336万円

市民１人当たりの残高　　21万7,467円

　市債とは、家計に例えるとローンに当たるものです。
　公共施設などをつくる際に、その費用を一括して支払えない場合に市債を発行し資金を借り入れることがあります
が、これには借り入れた資金を長期にわたって返済していくことで、将来利用する市民との費用負担を公平にする効
果もあります。
　市では、新規の借り入れをできる限り抑制し、市債残高の減少に努めており、昨年度から約12億円減少する見込み
となっています。残高の内訳を見ると、臨時財政対策債（国の地方交付税の財源不足を補うための市債）の残高は、5
年連続で減少する予定ですが、市債残高全体に占める割合は、依然として50％を超える見通しです。

◆新規借入額の推移（決算ベース） ◆市債残高の推移（決算ベース）

※令和4・5年度は見込み額です。※令和4・5年度は見込み額です。

※令和4・5年度は見込み額です。

一般会計　基金（市の預貯金）の状況

一般会計　市債（市のローン）の状況
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忘れていませんか
所得の申告

　国民健康保険加入者は、所得の有無に関わらず、
前年中の所得を申告する必要があります。
　申告が必要な人がいる世帯には、申告書を郵送
しますので、速やかに提出してください。
　ただし、次に該当する場合は、申告の必要はあり
ません。

▽扶養親族として家族の申告書に記載がある

▽収入の種類が老齢年金のみである
※収入の種類が遺族年金か障害年金のみの場合

は、申告が必要です。
※令和５年１月２日以降に春日市に転入した人は、１

月１日に住民票のある市町村に申告する必要があ
ります。

注意事項
　所得の申告をしなかった場合は、次の取り扱いと
なります。

▽国民健康保険税の軽減がかかる世帯においても、
正しい軽減判定が受けられません。

▽１カ月の医療費が高額になった場合の自己負担限
度額が最高額となり、限度額適用認定証の交付
が受けられません。

問い合わせ先  国保医療課国保担当
☎（584）1111㈹　F（584）1141　

5月31日㈬までに納付してください
普通自動車税（種別割）・軽自動車税（種別割）

　令和5年度の普通自動車税（種別割）、軽自動車税
（種別割）は期限内に納付してください。
　4月1日時点の普通自動車・軽自動車の所有者に
は、5月上旬に納税通知書を発送します。
　金融機関やコンビニエンスストア、口座振替（要
事前手続き）、スマホ決済で納付してください。
　また、今年度からは納付書に記載される地方税
統一ＱＲコード（ｅＬ−ＱＲ）やｅＬ番号を利用して、クレ
ジットカードやインターネットバンキングなど、さま
ざまなキャッシュレス納付も可能になります。詳しく
は地方税お支払サイト（ https://www.payment.
eltax.lta.go.jp）を見てください。
　なお、軽自動車税（種別割）を口座振替で納付し
た人には６月中旬頃、スマホ決済またはキャッシュレ
ス納付で期限内に納付した人には６月下旬頃に、車
検用納税証明書を郵送します。
※普通自動車税（種別割）は車検用納税証明書の送

付はありません。

問い合わせ先  

▽普通自動車税（種別割）に関すること：県筑紫県税事務所自
動車税係
☎（513）5576　F（513）5597　

▽軽自動車税（種別割）に関すること：税務課市民税担当
☎（584）1111㈹　F（584）1141

 1000900

委員を募集します
春日市健康づくり推進協議会

　市では、市民の健康づくりの施策について協議する
市健康づくり推進協議会を設置しています。
　市民目線の率直な意見を聴くことを目的に、委員の
公募を行います。
対象　18歳以上の市民で、健康づくりに関心のある人
※現在、市の他の附属機関などの委員となっている人

は除きます。
活動内容　年２回程度の会議（午後７時〜）に出席し、健

康づくりに関する事項を協議する

場所　いきいきプラザ
任期　７月１日〜令和７年６月30日（２年間）
報酬　会議出席１回当たり6,500円（別途費用弁償とし

て1,000円を支給）
募集人員　２人以内
選考方法　書類選考および面接
応募方法　５月19日㈮（消印有効）までに申込用紙（公

募要項に備え付け）と応募動機（1,200字以内）を提
出する（郵送可）

※公募要項は市ウェブサイトまたはいきいきプラザで
入手できます。

応募・問い合わせ先  健康課健康づくり担当
☎（501）1134　F（501）1135　  1008635
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ブロック塀など
撤去費用の一部を補助します

知っていますか
木造戸建て住宅性能向上改修等補助金

　地震によるブロック塀などの倒壊による被害防止や避
難経路の確保を目的に、道路沿いのブロック塀などを
撤去する場合、費用の一部を補助する制度があります。
　この補助を受けるときは、事前に市と協議が必要で
す。必ず工事の契約前に、相談してください。工事着
手後の申請や他の制度の補助を受けている場合は、対
象になりません。
対象となる工事　道路に面していて、地震により倒壊

する危険性があると判定されたブロック塀などを全部

　震災に強いまちづくりの推進や脱炭素社会の実現を
目的に、住宅の性能向上改修、耐震シェルターなどの
設置、建て替えなどに伴う住宅の除却費の一部を助成
します。
　なお、性能向上改修では、原則として耐震改修と併
せて省エネルギー改修を行う必要があります。
対象となる住宅　昭和56年５月31日以前に市内で建築

または工事着工された２階建て以下の木造戸建て住
宅で、次の全てに該当する住宅

▽耐震診断（※１）の結果、上部構造評点が1.0未満

▽この補助金の交付を過去に受けていない

▽性能向上改修の場合は、居住者または居住予定者が
いること

▽耐震シェルターなどの設置の場合は、高齢者などが
居住していること

▽建て替えなどに伴う住宅の除却の場合は、申請時点
で居住していること、および除却後に地震に対する
安全性が確保された住宅などへ住み替えすること

▽性能向上改修により建築基準法および関係法令の規
定に違反しない

※１　耐震診断は、（一社）県住宅リフォーム協会（
0120（782）783）などで受けることができます。料

または一部撤去する工事
※ブロック塀などとは、補強コンクリートブロック造ま

たは組積造（れんが造、石造、コンクリートブロック
造などをいう）の塀をいいます。

補助金額　撤去に要する経費の３分の２または16万円
のいずれか低い額

※その他条件があります。
募集件数　年間15件程度（申込先着順）
申請期限　11月17日㈮
※申請は着手前のみ可能です。
※完了後は実績報告書の提出が必要です（提出期限：

令和6年2月9日㈮）。

金など詳しくは問い合わせてください。
対象となる人　次の全てに該当する人

▽この補助金の交付を過去に受けたことがない

▽市税を滞納していない

▽暴力団関係者でない
補助金額

▽性能向上改修費の25％（上限45万円）
　※耐震改修分30万円、省エネ改修分15万円を上限

とします。

▽耐震シェルターなどの設置費の23％（上限15万円）

▽住み替えなどに伴う住宅の除却の場合、解体・撤去
に要する経費またはその住宅の耐震改修に要する経
費のいずれか低い方の23％（上限30万円）

募集件数　性能向上改修、耐震シェルターなどの設置、
住宅の除却を合わせて10件程度（申込先着順）

申請期限　12月11日㈪
注意事項

▽申請前に事前相談が必要です（耐震診断、工期、対
象要件など）。

▽申請時点で既に着手している場合は、補助の対象外
です。

▽完了後は実績報告書の提出が必要です（提出期限：
令和６年２月9日㈮）。

▽リフォーム工事などを同時に行う場合、性能向上改
修部分以外は補助対象外です。

申請・問い合わせ先  都市計画課計画担当
☎（584）1111㈹　F（584）1143　  1001328

申請・問い合わせ先  都市計画課計画担当
☎（584）1111㈹　F（584）1143　  1001327
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気軽に参加してください
スマホ何でも相談会＆スマホ教室＠スマサポ号（無料）

　デジタル社会に欠かせないスマートフォン（以下、ス
マホ）に関するサポート事業を実施します。
　スマホを持っていない人でも参加できます。

○スマホ何でも相談会
　　スマホに関する疑問や悩み事を解決します。使用

している機種や通信事業者の種別は問いません。
　※予約は不要ですが、来場者多数の場合は、順番予

約制になります。

　期日　５月10日㈬、17日㈬、24日㈬、31日㈬
　時間　午前11時〜正午、午後０時30分〜１時30分、

　午後２時30分〜３時30分
　※相談時間は上記の時間帯の中で１人30分です。
　場所　市役所市民ホール
○スマホ教室＠スマサポ号
　　スマホ教室専用車（スマサポ号）内で、オンライン

での講義を受講できます。
　　初めてスマホに触れる体験教室から、使いこなす

方法まで、さまざまな内容の講座があります。
　日時・内容　別表参照
　場所　市役所市民駐車場
　定員　各３人（申込先着順）
　申込方法　開催日前日午後6時までにソフトバンク専

用コールセンターに電話で申し込む

問い合わせ先  デジタル政策課デジタル政策担当
☎（584）1118　F（584）1145　  1011730

申込先  ソフトバンク専用コールセンター
☎0800（111）9442（午前10時〜午後6時）

別表　スマホ教室＠スマサポ号　５月開催スケジュール
期日 時間 講座名 講座内容

１０日㈬
午前１１時〜正午 スマホを触ってみよう（i

ア イ フ ォ ン
Phone） 地図アプリを使いながらスマホの指の操作を学びます。

カメラ、音声アシスタント機能午後０時３０分〜１時３０分 スマホを触ってみよう（A
ア ン ド ロ イ ド
ndroid）

午後２時３０分〜３時３０分 スマホのセキュリティについて よくある不安、詐欺の手口、安全な使い方

１７日㈬
午前１１時〜正午 iPhoneの使い方（入門編）

スマホの画面の見方、電話、文字入力、メール
午後０時３０分〜１時３０分 Androidの使い方（入門編）
午後２時３０分〜３時３０分 フィルタリングとネットの危険性 インターネットの危険性、フィルタリングを使用するために

２４日㈬
午前１１時〜正午 iPhoneの使い方（基礎編） 地図アプリを使いながら基本操作、ルート検索、カメラの撮影、動

画の撮影、QRコード読み取り午後０時３０分〜１時３０分 Androidの使い方（基礎編）
午後２時３０分〜３時３０分 アプリでネットショッピング EC（電子商取引）とは、商品の探し方、注文する、支払い方法

３１日㈬
午前１１時〜正午 iPhoneの使い方（応用編）

インターネットの調べ方、音声操作、アプリの追加方法、移動方法
午後０時３０分〜１時３０分 Androidの使い方（応用編）
午後２時３０分〜３時３０分 スマホ決済の使い方 スマホ決済とは、不安要素と対処法、アプリ登録、体験

年に一度は受けましょう
後期高齢者健康診査

　受診票は４月下旬に郵送していますが、年度途中に
被保険者になる人は、誕生月に送付します。
※紛失した場合は再発行します。
受診方法
○個別健診

　受診期限　令和６年３月31日
　場所　健診実施医療機関
　申込方法　電話などで病院に直接予約する
○集団健診
　受診期間　7月〜令和６年1月（計42回実施）
　場所　いきいきプラザ
　※詳しくは市報6月1日号に掲載する予定です。
受診に必要なもの

▽後期高齢者医療被保険者証

▽後期高齢者健康診査受診票

▽自己負担金　500円

問い合わせ先  

▽後期高齢者医療の健康診査全般について：県後期高齢者医療
広域連合お問い合わせセンター
☎（651）3111　F（651）3901　

▽集団健診について：健康課健康づくり担当（いきいきプラザ内）
☎（501）1134　F（501）1135　  1006354
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スポーツやイベントなど地域住民の憩いの場に

大土居公園が完成

　福岡都市圏南部工場の建設に伴い、市が進めて
きた新南部工場関連周辺環境整備事業の最後の整
備となる大土居公園が完成しました。
　この公園は、雨水貯留施設、周辺道路改良と合
わせて、整備されたものです。
　今後は、ソフトボールやグラウンド・ゴルフなど
のスポーツや自治会行事など、地域の皆さんの交
流の場としての利用が期待されます。

▲３月30日、オープニングセレモニーを開催

新入生の通学の安全を守る

ランドセルカバー贈呈式

　４月６日、春日地区交通安全協会春日支部から、
ランドセルカバー約1,100枚が贈呈されました。
　遠くからでも目立つ黄色のカバーにより、通学に
慣れていない新入生が交通事故に遭わずに、楽しく
学校生活を送ってほしいとの願いが込められ、20
年以上続いている取り組み。昨年まで男女の児童
のイラストでしたが、動物の可愛らしいデザインに
変更されました。

▲左から園
そ の だ

田登
と み お

美雄副支部長、歌
う た の は ら

野原鶴
つ る お

生支部長、扇
おうぎ

教育長

心の伴走者として寄り添う活動

えがおの会が県の顕彰を受賞

　３月24日、不登校などの不安を抱える保護者の
居場所づくりに取り組む「えがおの会」の皆さんが、
県青少年健全育成対策推進本部長顕彰で表彰を受
けたことを、井上市長に報告しました。
　同会代表の杉浦しのぶさんは「課題を抱えた子育
てをしている親に寄り添い支えることが、子どもの
笑顔につながると信じて活動を続けていきたい」と
話りました。

▲左から田
た さ き

﨑陽
よ う こ

子さん、井
いのうえ

上市長、杉
すぎうら

浦代表、魚
う お や

屋けい子
こ

さん

人材育成と地域活性化のために

放送大学福岡学習センターと包括連携協定を締結

　３月29日、市は放送大学福岡学習センターと、多
様な学びの提供、生涯学習の振興、人材育成およ
び地域活性化に寄与することを目的として連携協定
を締結しました。同センターの安河内　朗

あきら

所長は「放
送大学として自治体との連携協定は初めて。春日市
とさらなる連携を深め、学生のみならず、春日市民
への多様な学びの場の提供をはじめ、本協定の趣旨
を果たせるよう取り組んでいきたい」と話しました。

▲協定書を手にする井
いのうえ

上市長（中央）と安
やすこうち

河内所長（右から２番目）
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情
報
ひ
ろ
ば

掲
載
し
て
い
る
催
し
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
中
止
・
延
期
・
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☎
電
話
番
号
　
F
フ
ァ
ク
ス
番
号
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス
　 

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ペ
ー
ジ
番
号

福
岡
都
市
圏
の
子
ど
も
た
ち
を
招
待（
無
料
）

世
界
水
泳
選
手
権

　
春
日
市
を
含
む
17
市
町
で
構
成
す
る
福
岡

都
市
圏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
や
町
が
相
互
に

連
携
し
て「
暮
ら
し
や
す
く
、
安
全
安
心
で
、

魅
力
あ
る
福
岡
都
市
圏
」で
あ
り
続
け
る
こ

と
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
世
界
水
泳
選
手
権
２
０
２
３
福
岡
大
会
」

に
、
都
市
圏
の
子
ど
も
た
ち
を
招
待
し
ま
す
。

対
象　
福
岡
都
市
圏
内
の
小
・
中
学
生
お
よ

び
引
率
者

大
会
期
間　
７
月
15
日
㈯
〜
17
日
㈪
・
㈷
、

22
日
㈯
〜
30
日
㈰

定
員　
１
万
人
程
度（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申
込
方
法　
５
月
１
日
㈪
〜
10
日
㈬
に
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（

https://w
w

w
.fuk

　

uoka-toshiken.jp

）か
ら
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
都
市
圏
大
規
模
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
関
連
事
業
事
務
局

☎
０
９
０（
３
６
５
７
）２
５
３
１

　
季
節
の
星
座
や
天
文
現
象
の
観
望
会
や
イ

ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昼
間
で
も
太
陽

な
ど
の
天
体
観
測
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
天
候
な
ど
に
よ
り
内
容
が
変
更
ま

た
は
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
観
望
会（
無
料
・
申
込
不
要
）

　
▽
５
月
3
日
㈬
・
㈷
〜
７
日
㈰（
3
、
4

日
は
特
別
開
館
）

　
　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
金
星
を
み
よ
う

　
▽
５
月
12
日
㈮
〜
14
日
㈰

　
　
春
の
大
曲
線
を
た
ど
ろ
う

　
▽
５
月
19
日
㈮
〜
21
日
㈰

　
　
春
の
星
空
に
ひ
そ
む
か
ら
す
座

　
▽
５
月
26
日
㈮
〜
28
日
㈰

　
　
半
月
を
パ
シ
ャ
リ

　
時
間　
午
後
７
時
〜
９
時

○
イ
ベ
ン
ト

　
日
時
・
内
容
・
参
加
費

　
▽
５
月
14
日
㈰
、
28
日
㈰

　
　
午
後
３
時
〜
４
時

　
　
太
陽
め
が
ね
工
作

　
　
２
０
０
円（
材
料
費
）

　
▽
５
月
27
日
㈯

　
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時

　
　
星
座
か
み
し
ば
い（
ふ
た
ご
座
）

　
　
無
料

　
定
員　
各
16
人（
申
込
先
着
順
）

　
※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
方
法　
開
催
日
前
日
ま
で
に
電
話
、フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
参
加
日
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
館（
金
〜
日
曜

日
、
午
後
２
時
〜
９
時
）

☎（
９
８
３
）７
７
５
５

F（
９
８
３
）７
７
５
６

info@
hoshinoyakata.com

http://w
w

w
.hoshinoyakata.com

５
月
12
日
は
看
護
の
日

看
護
フ
ェ
ス
タ
福
岡
2
0
2
3
開
催（
無
料
）

　
県
は
、
看
護
の
日
を
含
む
１
週
間
を「
看
護

週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　
看
護
に
つ
い
て
の
関
心
を
高
め
、
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
看
護
フ
ェ
ス
タ

福
岡
2
0
2
3
」を
行
い
ま
す
。

日
時　
５
月
13
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所　
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡（
福
岡
市
東
区

馬
出
４
－
10
－
１
）

内
容

▽
講
演「
看
護
師
へ
の
道
の
り
、
現
在
の
仕

事
へ
の
思
い
」

▽
最
新
医
療
機
器
に
よ
る
看
護
体
験

▽
ま
ち
の
保
健
室（
血
圧
測
定
・
血
管
年
齢

測
定
・
体
組
成
測
定
な
ど
）

▽
白
衣
写
真
撮
影
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
詳
し
く
は
、
看
護
の
日
特
設
サ
イ
ト（

h

　

ttp
s://kango

festafukuo
ka 

2023.com
/

）を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
（
公
社
）県
看
護
協
会
事
業

部
事
業
課

☎（
６
３
１
）１
２
２
１

F（
６
３
１
）１
２
２
３

適
切
な
処
置
を
学
ぶ

テ
ー
ピ
ン
グ
講
習
会

対
象　
市
に
居
住
す
る
人
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ

に
関
わ
る
市
内
団
体
の
指
導
者
・
保
護
者

※
で
き
る
だ
け
２
人
１
組
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時　
５
月
27
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
会
議
室

１
・
２

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の　
上
靴
、
筆
記
用
具
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物

申
込
方
法　

５
月
12
日
㈮
ま
で
に
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
事
務
局　
浦う

ら
た田

☎
０
８
０（
４
２
８
０
）３
６
４
４

F（
５
５
８
）０
２
９
４

kasuga_sport_jr@
yahoo.co.jp

イ
ベ
ン
ト

Event

ス
ポ
ー
ツ

Sports
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情 報 ひ ろ ば

30
歳
以
上
対
象

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

対
象　
市
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る
30
歳
以

上
の
人

期
日　
６
月
２
〜
30
日
の
金
曜
日（
全
５
回
）

時
間　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

場
所　
春
日
小
学
校
体
育
館

参
加
費　
１
０
０
０
円（
別
途
、
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
料
が
必
要
）

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
し
や
す
い
服
、
上

靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
方
法　
５
月
19
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会　
宮み

や
ぞ
の園

☎
０
８
０（
５
２
１
１
）０
２
０
２

第
10
回
春
日
弥
生
の
里

レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

対
象　
市
ま
た
は
近
隣
地
区
に
居
住
す
る
20

歳
以
上
の
女
性

日
時　
６
月
22
日
㈭

　
午
前
９
時
20
分
〜
午
後
６
時（
受
付
：
午

前
９
時
〜
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
メ
イ
ン
ア

リ
ー
ナ

種
目（
団
体
戦
）　
Ａ
級
、
Ｂ
級
、
Ｃ
級
、
Ｄ

級
、
シ
ニ
ア

※
試
合
は
、
１
チ
ー
ム
６
〜
７
人
の
人
数
構

成
で
、
３
ダ
ブ
ル
ス
の
団
体
戦
で
す
。

参
加
費　
１
チ
ー
ム
９
０
０
０
円

定
員　
50
チ
ー
ム（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
23
日
㈫
ま
で
に
Ｅ
メ
ー
ル

で
申
込
用
紙
を
送
る

※
申
込
用
紙
は
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（

http://kasuga-sport.jp

）か

ら
入
手
で
き
ま
す
。
メ
ー
ル
が
使
用
で
き

な
い
人
は
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会　
豊と

よ
だ田

☎
０
８
０（
６
４
２
９
）４
８
３
９

kasuga.bado.2016@
gm

ail.com

管
理
栄
養
士
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す

栄
養
相
談（
無
料
）

　
子
ど
も
の
偏
食
、
生
活
習
慣
病
予
防
や
高

齢
者
の
食
事
な
ど
に
つ
い
て
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
30
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

※
相
談
時
間
は
１
時
間
程
度
で
す
。

※
別
日
程
を
希
望
す
る
人
は
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
個
別
相
談
室

申
込
方
法　
５
月
29
日
㈪
ま
で
に
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
健
康
づ
く

り
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）１
１
３
５

１
０
０
８
５
２
２

Ｃ
型
肝
炎
特
別
措
置
法

給
付
金
の
請
求
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

　
過
去
に
、
手
術
な
ど
で
大
量
出
血
を
し
た
際

に
、
特
定
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
な
ど
の
投
与

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
「
特
定
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
及
び
特
定

血
液
凝
固
第
９
因
子
製
剤
に
よ
る
Ｃ
型
肝
炎

感
染
被
害
者
を
救
済
す
る
た
め
の
給
付
金
の

支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
法（
Ｃ
型
肝
炎
特

別
措
置
法
）」の
一
部
改
正
に
よ
り
、
給
付
期

間
な
ど
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
見
て
く
だ
さ
い
。

　
福
岡
県
で
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
無
料
検
査
を

各
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
検
査
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
人
は
ま
ず
は
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

○
給
付
金
に
関
す
る
相
談

　
▽
厚
生
労
働
省　
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤

等
に
関
す
る
相
談
窓
口

　
　
☎
０
１
２
０（
５
０
９
）０
０
２

　
▽
給
付
金
支
給
相
談
窓
口

　
　
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構

　
　
☎
０
１
２
０（
７
８
０
）４
０
０

○
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
無
料
検
査
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ

　
県
が
ん
感
染
症
疾
病
対
策
課

　
☎（
６
４
３
）３
５
７
６

　
F（
６
４
３
）３
３
３
１

健
康

H
ealth

問い合わせ先　健康課健康づくり担当
☎（５０１）１１３４　F（５０１）１１３５　 １００１８００

　喫煙は、予防可能な死亡原因の一つです。
　たばこを吸い始める年齢が若いほど、また、吸う本
数が多いほど、がんや脳卒中、心筋梗塞などを発症
するリスクが高くなります。禁煙のメリットは、病気の
リスクの低減だけでなく、日常生活の中で感じられる
ものがたくさんあります。

▽朝の目覚めが良くなる

▽肌につやが出る、しわがとれる

▽歯が白くなり、歯周病が治る　

▽食事がおいしくなる
　たばこに含まれる「ニコチン」には依存性があり、禁
煙したいと思ってもなかなか成功しない原因の１つと
なっています。近年ではニコチンパッチやニコチンガ
ムなどの禁煙補助薬を利用して、ニコチンの離脱症
状を抑えることができます。自力での禁煙が難しい場
合は、禁煙外来を利用することで、比較的楽に、しか
も自力に比べて３〜４倍禁煙に成功しやすくなることが
分かっています。
　禁煙に「遅すぎる」ということはありません。自分の
ため、大切な人のために禁煙を始めませんか。

５月31日は世界禁煙デー
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60
歳
以
上
対
象

体
力
測
定
会

　
測
定
結
果
に
基
づ
き
、
効
果
的
な
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
助
言
し
ま
す
。

　
運
動
し
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
60
歳
以
上
の
人

日
時　
５
月
16
日
㈫

　
午
前
９
時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
３
時（
１

人
当
た
り
１
時
間
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
い
き
い
き
ル
ー
ム

内
容　
体
力
測
定
、
血
管
年
齢
測
定
、
歩
行

能
力
測
定
、
体
成
分
分
析
測
定
、
持
久
力

測
定

※
結
果
説
明
、
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
案
は
、

別
日
に
実
施
し
ま
す（
予
約
制
）。

参
加
費　
５
０
０
円

定
員　
各
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
上
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
申
込
方
法　
５
月
１
日
㈪
〜
12
日
㈮
に
窓
口

ま
た
は
電
話
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
ル
ー
ム

☎（
５
０
１
）１
１
６
２（
F
兼
用
）

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

就
職
フ
ェ
ア（
申
込
不
要
）

　
市
内
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
施

設
が
、
各
事
業
所
の
特
色
や
求
人
内
容
な
ど

を
個
人
面
談
形
式
で
分
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
も
参
加
し
ま
す
。
市
内
で
仕
事
を
探
し

て
い
る
シ
ニ
ア
の
人
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

　
普
段
着
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
21
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時（
受
付
は
午
後
１

時
45
分
ま
で
）

※
開
催
時
間
内
は
出
入
り
自
由
で
す
。

場
所　
市
役
所
大
会
議
棟（
出
入
口
は
１
階
）

募
集
職
種（
予
定
）　
介
護
職
、（
准
）看
護
師
、

介
護
支
援
専
門
員
、
機
能
訓
練
指
導
員
、

調
理
職
、
送
迎
ス
タ
ッ
フ
な
ど

※
正
職
員
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
勤
務
形
態
が
あ
り
、
経
験
・
資
格

不
問
の
職
種
も
あ
り
ま
す
。

※
参
加
法
人
な
ど
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
指
定
指
導
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）３
０
９
０

１
０
０
８
８
８
１

献
血
バ
ス
が
や
っ
て
き
ま
す

４
０
０
ml
全
血
献
血
に
協
力
を

　
治
療
に
必
要
な
血
液
は
全
て
献
血
で
賄
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
血
液
は
長
期
間
に
わ
た
っ

て
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
血
液
を

必
要
と
す
る
人
へ
安
定
し
て
血
液
を
届
け
る

た
め
に
、
献
血
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
年
齢
や
体
重
な
ど
、
献
血
に
は
一

定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
５
月
12
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
、
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

場
所　
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

持
っ
て
く
る
も
の　
献
血
カ
ー
ド（
手
帳
）

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
な
ど
）が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
献
血
推
進
協
議
会（
福

祉
支
援
課
内
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
２

１
０
０
１
９
３
７

一
人
親
家
庭
の
た
め
の
講
習
会

Ｅエ

ク

セ

ル

ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
初
級
・
中
級
、
医
療
事
務
講
習
会

対
象　
一
人
親
家
庭
の
母
、
父
ま
た
は
か
つ

て
母
子
家
庭
だ
っ
た
寡
婦
で
、
資
格
を
生

か
し
て
就
職
や
転
職
を
希
望
し
て
い
る
人

※
講
習
会
の
全
日
程
に
出
席
し
、
終
了
後
に

電
話
や
紙
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
１
歳
〜
就
学
前
、
無

料
、
要
申
込)

。

日
時
な
ど

▽
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
初
級
・
中
級

　
　
簡
単
な
関
数
を
利
用
し
た
集
計
や
デ
ー

タ
入
力
、
グ
ラ
フ
作
成
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　
※
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
初
心
者
を
対
象
と
し
ま
す
。

　

期
日　

６
月
６
日
㈫
〜
30
日
㈮
の
毎
週

火
・
水
・
金
曜
日（
全
12
回
）

　
時
間　
午
後
６
時
〜
８
時
30
分

　
参
加
費　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
の
一
部
と

し
て
２
０
０
０
円
の
自
己
負
担
あ
り
）

　
申
込
期
限　
５
月
16
日
㈫（
必
着
）

▽
医
療
事
務

　
　
医
療
事
務
技
能
認
定
２
級
試
験
の
合
格

に
向
け
て
、
診
療
報
酬
請
求
に
関
す
る
知

識
を
身
に
付
け
ま
す
。

　
期
日　
６
月
18
日
〜
８
月
27
日
の
毎
週
日

曜
日（
8
月
13
日
を
除
く
全
10
回
）

　
※
試
験
予
定
日
は
９
月
10
日
㈰
で
す
。

　
時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　
参
加
費　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
の
一
部
と

し
て
８
０
０
０
円
の
自
己
負
担
あ
り
）

　
申
込
期
限　
５
月
29
日
㈪（
必
着
）

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
３
－
１

－
７
）

定
員　
各
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
書
類

選
考
、
申
込
少
数
の
場
合
は
中
止
の
可
能

性
あ
り
）

申
込
方
法　
郵
便
か
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む

※
申
込
書
は
、
市
こ
ど
も
未
来
課
、
県
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
社
会
福
祉
課
ま
た
は
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（

https://fukuoka-kenboren.jp/

） 

で
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
ひ
と
り
親
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
〒
816
－
０
８
０
４
原

町
３
－
１
－
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ　
受

け
箱
11
号
）

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

福
祉

W
elfare

▲市ウェブサイト
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情 報 ひ ろ ば

戦
没
者
の
追
悼
の
た
め
に

令
和
５
年
度
厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝
団

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
海
外
で
の
県
出
身
戦

没
者
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、

慰
霊
巡
拝
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
参
加
費
用
や
定
員
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
次
の
地
域
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族

（
配
偶
者
、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
、

お
い
、
め
い
）、
参
加
遺
族
の
配
偶
者

地
域
・
日
程（
予
定
）

▽
北
ボ
ル
ネ
オ

　
９
月
26
日
㈫
〜
10
月
２
日
㈪（
７
日
間
）

▽
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島

　
10
月
６
日
㈮
〜
13
日
㈮（
８
日
間
）

▽
イ
ン
ド

　
10
月
20
日
㈮
〜
28
日
㈯（
９
日
間
）

申
込
方
法　
５
月
19
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
む

※
後
日
書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
支
援
課
地
域

福
祉
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
２

１
０
０
５
３
３
１

海
や
山
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

県
肢
体
不
自
由
児
療
育
キ
ャ
ン
プ

　
参
加
費
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

▽
進
行
性
筋
萎
縮
症
児
の
キ
ャ
ン
プ

　
対
象　
県
内
に
居
住
す
る
進
行
性
筋
萎
縮

症
児
お
よ
び
保
護
者

　
期
日　
７
月
22
日
㈯

　
場
所　
や
す
ら
ぎ
荘（
朝
倉
郡
筑
前
町
三

箇
山
）

　
定
員　
10
人

▽
海
の
キ
ャ
ン
プ

　
対
象　
県
内
に
居
住
す
る
小
学
３
年
〜
中

学
３
年
の
在
宅
肢
体
不
自
由
児

　
期
日　
８
月
10
日
㈭

　
場
所　
県
立
少
年
自
然
の
家「
玄
海
の
家
」

（
宗
像
市
神
湊
）

　
定
員　
25
人

▽
山
の
キ
ャ
ン
プ

　
対
象　
県
内
に
居
住
す
る
小
学
３
年
〜
中

学
３
年
の
在
宅
肢
体
不
自
由
児

　
期
日　
８
月
22
日
㈫

　

場
所　
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

（
糟
屋
郡
篠
栗
町
大
字
金
出
）

※
海
・
山
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
申
込
状
況
に
よ

り
、
高
校
生
で
も
参
加
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
専
門
医
に
よ
る

書
類
審
査
後
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

申
込
方
法　
５
月
８
日
㈪
〜
26
日
㈮
に
市
福

祉
支
援
課
障
が
い
福
祉
担
当
に
申
込
用
紙

を
提
出
す
る

問
い
合
わ
せ
先　
県
肢
体
不
自
由
児
協
会

☎（
５
８
４
）５
７
２
３（
F
兼
用
）

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す

子
育
て
講
演
会（
無
料
）

　
子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
は
整
っ
て
い
ま
す

か
。
子
ど
も
の
睡
眠
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
５
カ
月
〜
就
学
前
、

１
人
３
０
０
円
、
先
着
10
人
程
度
、
５
月

22
日
㈪
ま
で
に
要
申
込
）。

日
時　
６
月
３
日
㈯

　
午
後
２
時
〜
４
時（
受
付
：
午
後
１
時
30

分
〜
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
サ
ン

ホ
ー
ル

演
題　
子
ど
も
の
成
長
・
発
達
・
学
習
と
睡

眠
〜
よ
り
よ
い
睡
眠
が
脳
と
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
を
育
て
る
〜

講
師　
内う

ち
む
ら村
直な

お
ひ
さ尚
さ
ん（
久
留
米
大
学
学
長
）

定
員　
２
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
26
日
㈮
ま
で
に
次
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
む
か
電
話
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
教
育
課
地
域

教
育
担
当

☎（
９
８
１
）０
１
０
１

F（
５
８
４
）１
１
５
３

syakai@
city.kasuga.fukuoka.jp

１
０
１
１
９
４
１

料
理
が
苦
手
な
人
も
大
歓
迎

離
乳
食
教
室

　
離
乳
食
の
作
り
方
や
進
め
方
に
つ
い
て
、

月
齢
の
近
い
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
同
士
、

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

対
象　
お
お
む
ね
生
後
５
〜
８
カ
月
児
の
保

護
者

日
時　
５
月
22
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時（
受
付
：
午
後
１

時
15
分
〜
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
多
目
的
室
１

内
容　
離
乳
食
の
進
め
方
の
講
義
、
試
食

参
加
費　
２
０
０
円

定
員　
12
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
バ
ス
タ
オ
ル（
子
連
れ
の
場
合
）、

飲
み
物

申
込
方
法　
５
月
９
日
㈫
〜
16
日
㈫
に
次
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
む
か
、
電
話
で

住
所
、
氏
名
、
子
ど
も
の
名
前･

性
別
・

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
健
康
づ
く

り
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）１
１
３
５

１
０
０
９
５
６
８

子
育
て

C
hild 

R
earing

▲市ウェブサイト

▲市ウェブサイト

15 市報かすが
令和5年5月1日



出
産
や
育
児
に
つ
い
て
夫
婦
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

パ
パ
マ
マ
教
室（
無
料
）

　
対
象　
妊
娠
経
過
が
順
調
で
お
お
む
ね
妊

娠
６
〜
８
カ
月
の
市
内
に
居
住
す
る
妊
婦
と

そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

※
子
ど
も
連
れ
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　
5
月
20
日
㈯

▽
午
前
10
時
〜
正
午

▽
午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容　
助
産
師
に
よ
る
話
や
育
児
体
験
な
ど

定
員　
各
12
組（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　
5
月
1
日
㈪
午
前
９
時
〜
18
日

㈭
午
後
５
時
に
次
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
む

▽
子
育
て
ア
プ
リ「
春
っ
こ
」（
母
子
手
帳
ア

プ
リ「
母
子
モ
」）で
の
申
し
込
み

　
「
地
域
の
子
育
て
イ
ベ
ン
ト
」か
ら「
春
日

市
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
」の
バ
ナ
ー
を
タ
ッ

プ
す
る
。「
パ
パ
マ
マ
教
室
」を
選
択
し
、

予
約
す
る

▽
電
話
で
の
申
し
込
み

　
月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に

電
話
で
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、

出
産
予
定
日
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援
課
母

子
保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

F（
５
０
１
）０
０
５
１

み
ん
な
で
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
５
月
14
日
㈰
に
、
市
内
全
域
で
市
自
治
会

連
合
会
主
催
の「
春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
」を
行

い
ま
す
。

　
日
頃
利
用
し
て
い
る
道
路
や
公
園
な
ど
を

き
れ
い
に
す
る
と
と
も
に
、｢

ポ
イ
捨
て
防

止｣

な
ど
市
民
一
人
一
人
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
な
お
、
各
地
区
自
治
会
で
実
施
方
法
や
開
催

の
有
無
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
居
住
地

区
の
自
治
会
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
便
乗
し
て
、
家
庭
や
マ

ン
シ
ョ
ン
・
団
地
な
ど
か
ら
家
庭
ご
み
、

自
転
車
や
陶
器
・
金
属
類
、
せ
ん
定
枝
葉
、

粗
大
ご
み
な
ど
を
出
す
こ
と
は
、
絶
対
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
自
治
会
連
合
会

事
務
局（
地
域
づ
く
り
課
内
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
５
３

家
庭
で
簡
単
生
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習
会
入
門
編（
無
料
）

　
生
ご
み
か
ら
微
生
物
の
力
で
栄
養
た
っ
ぷ

り
の
堆
肥
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
講
習
受
講
後
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
用
具
の
購
入
費
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
時　
５
月
25
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
市
役
所
４
０
５
・
４
０
６
会
議
室

定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具

申
込
方
法　
５
月
１
日
㈪
〜
15
日
㈪
に
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご
み
減
量

担
当

☎（
５
８
４
）１
１
５
７

F（
５
８
４
）１
１
４
７

gom
igen@

city.kasuga.fukuoka.jp

Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
メ
ー
ル
で
情
報
提
供
し
ま
す

微
小
粒
子
状
物
質（
Ｐ
Ｍ
２･

５
）光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

　
大
気
汚
染
物
質（
微
小
粒
子
状
物
質（
Ｐ
Ｍ

２･

５
）や
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
）の
大
気

中
濃
度
が
高
い
場
合
、
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
や
総
合
情
報
メ
ー
ル
で
情
報
を
配

信
し
ま
す
。

　
呼
吸
器
や
循
環
器
に
持
病
が
あ
る
人
、
子

ど
も
や
高
齢
者
は
、
慎
重
な
行
動
を
と
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
大
気
汚
染
物
質
の
濃
度
測
定
情
報

は
、
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
福
岡
県
の
大
気
環

境
状
況（

http://w
w

w
.taiki.pref.fuk 

uo
ka.lg.jp

/ho
m

ep
age/Jiho

/
O

yW
bJiho01.htm

）」で
確
認
で
き
ま
す
。

○
大
気
汚
染
物
質
の
濃
度
が
高
い
場
合
の
対
応

　
▽
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
る

　
▽
屋
外
に
お
け
る
長
時
間
の
運
動
は
控
え
る

　
▽
換
気
や
窓
の
開
閉
を
必
要
最
小
限
に
す
る

　
▽
洗
濯
物
は
室
内
に
干
す

　
▽
目
や
喉
に
刺
激
を
感
じ
た
場
合
は
、
洗
眼

や
う
が
い
を
し
、
室
内
で
安
静
に
す
る

○
大
気
汚
染
物
質
の
注
意
喚
起
配
信
を
受
信

す
る
方
法

　
▽
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
受
信

す
る
場
合

　
　
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
友
だ
ち
登
録
後
、

「
受
信
情
報
設
定
」か

ら「
生
活
環
境
・
リ

サ
イ
ク
ル
」を
選
択

す
る

　
▽
総
合
情
報
メ
ー
ル
で
受
信
す
る
場
合

　
　

ksg-c@
ansin-anzen.jp

に
空
メ
ー

ル
を
送
信
す
る
か
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
っ
て
登
録

す
る

　
　
※
受
信
情
報
設
定
に

関
わ
ら
ず
、
登
録

者
全
員
に
送
信
し
ま
す
。

　
※
登
録
は
無
料
で
す
が
、
通
信
料
が
か
か

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
大
気
汚
染
物
質
に
関
す
る
こ
と
：
環
境
課

生
活
環
境
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

　
F（
５
８
４
）１
１
４
７

　

１
０
０
１
２
４
２

▽
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
、
総
合
情

報
メ
ー
ル
の
登
録
に
関
す
る
こ
と
：
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

　
F（
５
８
４
）１
１
４
５

　

１
０
０
２
９
６
３

▲母子手帳アプ
リ「母子モ」の
ダウンロード
はこちらから

環
境

Environm
ent
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情 報 ひ ろ ば

県
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

一
人
親
家
庭
対
象
無
料
法
律
相
談

　
子
ど
も
の
養
育
費
な
ど
の
生
活
上
の
問
題

に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（

https://fukuoka-
kenboren.jp/support_legal.htm

l

）

を
見
て
く
だ
さ
い
。

日
時

▽
昼
間
の
相
談

　
５
月
10
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
３
時

▽
夜
間
の
相
談

　
５
月
17
日
㈬
、
31
日
㈬

　
午
後
６
時
〜
８
時

※
相
談
時
間
は
約
30
分
で
す
。

場
所　
同
セ
ン
タ
ー（
原
町
３
－
１
－
７
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

定
員　
各
日
４
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
相
談
日
前
日
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

法
テ
ラ
ス
福
岡

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　
一
定
の
収
入
を
超
え
な
い
人
を
対
象
と
す

る
た
め
、
予
約
の
際
に
収
入
な
ど
を
尋
ね
ま

す
。

日
時　
５
月
18
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局（
筑
紫
野
市

二
日
市
中
央
５
－
14
－
７
）

定
員　
６
人（
申
込
先
着
順
）

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
以
内
で
す
。

申
込
方
法　
月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
に
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
法
テ
ラ
ス
福
岡

☎
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
０
２

令
和
5
年
度

自
衛
官
採
用
試
験

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

○
一
般
曹
候
補
生

　
対
象　
18
〜
32
歳
の
人

　
期
日

　
▽
ウ
ェ
ブ
試
験

　
　
５
月
20
日
㈯
〜
27
日
㈯

　
申
込
期
限　
５
月
９
日
㈫

○
自
衛
官
候
補
生

　
対
象　
18
〜
32
歳
の
人

　
期
日（
２
日
間
）

　
▽
ウ
ェ
ブ
試
験

　
　
５
月
17
日
㈬
〜
６
月
26
日
㈪

　
　
※
受
験
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
▽
口
述
・
身
体
検
査　

　
　
６
月
29
日
㈭
〜
７
月
３
日
㈪
の
う
ち
指

定
す
る
１
日

　
申
込
期
限　
６
月
15
日
㈭

○
医
科
・
歯
科
幹
部

　
対
象　
医
師
免
許
ま
た
は
歯
科
医
師
免
許

を
持
っ
て
い
る
人

　
試
験
日　
６
月
23
日
㈮

　
申
込
期
限　
６
月
８
日
㈭

○
技
術
海
・
空
曹
、
公
募
幹
部

　
対
象

　
▽
曹　
20
歳
以
上
の
国
家
免
許
を
持
っ
て

い
る
人

　
▽
幹
部　
大
卒
以
上
で
２
年
以
上
の
業
務

経
験
が
あ
る
人

　
試
験
日

　
▽
曹　
６
月
16
日
㈮

　
▽
幹
部　
６
月
19
日
㈪

　
申
込
期
限　
５
月
19
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本

部
福
岡
地
区
隊
春
日
分
駐
所

☎（
５
９
１
）７
４
５
０

F（
５
９
１
）７
４
５
１

http

：//w
w

w
.m

od.go.jp/pco/fu 
kuoka/

白
水
大
池
公
園
星
の
館

星
空
ク
ラ
ブ
24
期
生
募
集（
無
料
）

　
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、
星
や
宇

宙
の
こ
と
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
小
学
４
年
生
〜
中
学

３
年
生

期
日
・
内
容

▽
第
１
回
：
６
月
４
日
㈰

　
星
座（
春
・
夏
）・
星
の
明
る
さ
・
距
離
・

大
き
さ

▽
第
２
回
：
６
月
18
日
㈰

　
宇
宙
開
発

▽
第
３
回
：
７
月
２
日
㈰

　
太
陽
系
の
天
体（
彗
星
・
小
惑
星
・
流
星
）

▽
第
４
回
：
７
月
16
日
㈰

　
太
陽

▽
第
５
回
：
８
月
６
日
㈰

　
双
眼
鏡
の
し
く
み
・
使
っ
て
み
よ
う

▽
第
６
回
：
８
月
20
日
㈰

　
天
体
望
遠
鏡
の
し
く
み
・
使
っ
て
み
よ
う

▽
第
７
回
：
９
月
３
日
㈰

　
学
ん
だ
こ
と
の
ま
と
め

▽
第
８
回
：
９
月
17
日
㈰

　
学
ん
だ
こ
と
の
発
表

時
間　
午
後
５
時
〜
６
時

場
所　
同
館

定
員　
16
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
３
日
㈬
・
㈷
以
降
に
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住

所
、
氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
館

☎（
９
８
３
）７
７
５
５

F（
９
８
３
）７
７
５
６

info@
hoshinoyakata.com

http://w
w

w
.hoshinoyakata.com

相
談

C
onsultation

試
験

Test

募
集

R
ecruitm

ent
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情 報 ひ ろ ば

光
町
地
区
自
治
会

公
民
館
管
理
人
募
集

　
明
る
く
元
気
で
責
任
感
が
強
い
人
を
募
集

し
ま
す
。

業
務
内
容　
公
民
館
の
管
理
な
ど

勤
務
場
所　
光
町
地
区
公
民
館（
住
み
込
み・

通
い
選
択
可
）

申
込
方
法　
５
月
19
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
履

歴
書
を
郵
送
す
る
か
持
参
す
る

※
勤
務
日
時
や
手
当
て
な
ど
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
自
治
会　
豊ぶ

ん
ご後

（
〒
816
－
０
８
０
６
光
町
２
－
１
８
０
－

１
）

☎（
５
８
１
）９
２
８
８（
F
兼
用
）

令
和
５
年
度
第
１
回

県
営
住
宅
入
居
者
募
集（
抽
選
方
式
）

　
県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す（
申

込
手
数
料
不
要
）。
募
集
住
戸
や
要
項
に
つ

い
て
は
募
集
案
内
書
を
見
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
６
月
６
日
㈫
〜
14
日
㈬

※
募
集
案
内
書
は
、
５
月
30
日
㈫
か
ら
市
役

所（
総
合
案
内
・
管
財
課
）、
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
で
配
布
し
ま
す
。
無
く
な
り
次
第
配

布
を
終
了
し
ま
す
。

注
意
事
項

　
県
営
住
宅
の
募
集
方
法
や
入
居
要
件
が
令

和
５
年
度
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。

▽
募
集
回
数
の
変
更

　

抽
選
募
集
を
年
３
回
か
ら
年
４
回（
６
、

９
、
12
、
３
月
）に
増
加

▽
常
時
募
集
団
地
の
拡
大

　
常
時
募
集
団
地
を
24
団
地
か
ら
61
団
地
に

拡
大

▽
単
身
世
帯
の
年
齢
制
限
を
緩
和

　
単
身
入
居
可
能
住
宅
に
60
歳
未
満
の
単
身

者
も
入
居
可
能

▽
同
居
要
件
の
緩
和

　
常
時
募
集
団
地
に
あ
る
一
般
世
帯
向
け
住

宅
に
単
身
者
も
入
居
可

※
詳
し
く
は
、
県
住
宅
供
給
公
社
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（

https://lsf.jp/pref/

）を
見
て

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
公
社
県
営
住
宅

管
理
部
管
理
課

☎（
７
８
１
）８
０
２
９

F（
７
２
２
）１
１
８
１

筑
慈
苑（
火
葬
場
）

５
月
19
日
㈮
は
点
検
の
た
め
休
み
ま
す

　
施
設
の
点
検
な
ど
の
た
め
、
火
葬
の
休
業

日
を
春
季
と
秋
季
に
各
１
日
ず
つ
設
け
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
葬
祭
施
設
と
霊
安
室
は
、
通
常
ど

お
り
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
苑
受
付
窓
口

☎（
９
２
６
）１
８
９
２

F（
９
２
６
）１
８
８
１

労
働
力
調
査

昇
町
６
丁
目
が
対
象

　
雇
用
状
況
や
失
業
率
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
の
調
査
で
す
。

　
調
査
員
が
訪
問
し
た
と
き
は
、
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間　
５
〜
９
月

問
い
合
わ
せ
先　
県
調
査
統
計
課
調
査
第
一
班

☎（
６
５
１
）１
１
１
１
㈹

F（
６
４
３
）３
１
９
２

5
月
1
日
〜
6
月
30
日

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

　
き
れ
い
な
け
し
の
花
を
見
か
け
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
が
、
け
し
に
は
植
え
て
良
い
も

の
と
、
い
け
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
次
の

よ
う
な
け
し
を
見
か
け
た
人
は
、
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
自
ら
が
所
有
、
管
理
す
る
土
地
に
自
生
し

て
い
る
け
し
を
発
見
し
た
と
き
は
、
放
置
す

る
こ
と
な
く
、
発
見
次
第
、
抜
去
し
て
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
の
特
徴

▽
全
体
が
白
っ
ぽ
い
緑
色
を
し
て
い
て
、
毛

が
な
い

▽
茎
を
抱
き
込
む
よ
う
に
葉
が
生
え
て
い
る

▽
葉
が
大
き
く
長
楕
円
形
で
、
周
り
の
切
れ

込
み
が
浅
い

▽
草
丈
が
大
き
く
１
ｍ
以
上
に
な
る

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先　

▽
筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
総
務
企
画
課

企
画
指
導
係

☎（
５
１
３
）５
６
１
０

▽
春
日
警
察
署

☎（
５
８
０
）０
１
１
０

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

疑
っ
た
と
き
の
相
談
・
受
診
方
法

　
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
人
は
、
ま
ず
は
、

か
か
り
つ
け
医
に
電
話
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
し
た
医
療
機
関
で
診
療
・
検
査
が
で

き
な
い
場
合
や
、相
談
す
る
医
療
機
関
に
迷
っ

た
場
合
は
、筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所（
受

診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
）に
電
話
で
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

受
付
時
間　
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

問
い
合
わ
せ
先　
同
事
務
所（
受
診
・
相
談

セ
ン
タ
ー
）

☎（
７
０
７
）０
５
２
４

F（
５
１
３
）５
５
９
８

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
夜
間
は
、
24
時
間

対
応
相
談
窓
口（
☎（
６
４
３
）３
２
８
８　

F（
６
４
３
）３
６
９
７
）に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

そ
の
他

O
thers

▲植えてはいけないアツミゲシ
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▲自治会加入申込受付はこちら

やってみよう！〜身近な言葉の手話〜
普段使う言葉を手話でやってみましょう。
　手話は、聴覚に障がいがある人がコミュニケーションをとったり、物
事を考えたりするときに使う言葉で、手指の動きや表情などを使って視
覚的に表現する言葉です。
　このコーナーでは、季節の言葉やあいさつなど、身近な言葉の手話
を紹介していきます。
　ＱＲコードを読み込んで、手話の動画を見ることができます。

vol.1

①手話 ②春・暖かい

　両手人差し指
の指先を左右に
向けて上下に置
き、交互にくるく
る回します。

　両手の手のひ
らを上に向けて、
お腹からあおるよ
うにあげる動作
を繰り返します。

問い合わせ先　福祉支援課障がい福祉担当　☎（５８４）１１１１㈹　F（５８４）１１５３

※イラストの指文字は相手から見た形です。

「自治会」や「町内会」と聞くと、どのようなイメージがありますか。
　新聞やメディアで見たり聞いたりする「自治会」は、おそらく「自分には関係ない団体」と感じる人もいるのではないで
しょうか。
　自治会が取り組むさまざまな活動は、地域に住む人の生活と密接に関わっています。
　住みよいまちづくりに取り組む自治会について少しでも知ってもらえるよう、年間を通してさまざまな側面から紹介
します。

▽そもそも自治会ってなあに？
　「自治会」とは、同じ地域に住む人同士が
組織する地縁団体です。
　市では、全地区に１つずつある公民館を
拠点に、地域内の交流を図る行事の開催、
町内清掃や防犯・防災活動など、地域に住
む全員がより快適に安心して生活していく
ための活動を行っています。

問い合わせ先　地域づくり課協働推進担当　☎（５８４）１１１１㈹　F（５８４）１１５３　 1011772

▲地域の絆を育む交流事業（地区まつり） ▲定期的な地区内の防犯パトロール

vol.1
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◆ は申し込みが必要な行事です。5月2日㈫から受付を開始します（先着順）。幼児行事は午前10時、小学生行事は午後5時から、電話（午後6時まで）
または直接窓口で受け付けます。小学生以上は本人が申し込んでください。◆人との距離の確保や咳エチケットなどの配慮をお願いします。◆発熱や風
邪などの症状がある場合は、利用できません。◆来館者が多い場合は、入場制限を行う場合があります。◆天候や新型コロナウイルス感染状況により、
行事を変更や中止する場合があります。

児童センターは、18歳未満であれば誰でも利用できます。児童センターは、18歳未満であれば誰でも利用できます。
乳幼児（未就学児）は保護者同伴でお願いします。行事がな乳幼児（未就学児）は保護者同伴でお願いします。行事がな
い時でも、いろい時でも、いろいろいろな遊具で、楽しく遊べます。ぜひ、利な遊具で、楽しく遊べます。ぜひ、利
用してください。用してください。

須玖南2-120
☎（573）2431　F（584）7739須玖児童センター

光町2ｰ180ｰ4
☎（501）7014　F（501）7033光町児童センター 天神山1-213

☎（593）2777　F（593）2801白水児童センター

小学生

屋上DEあそぼ 10日㈬、17日㈬、
24日㈬、31日㈬

午 後4時 ～4時45分、 当日
先着15人　※雨天中止です。

おまたせ！トラン
ポリン 13㈯ 午前10時30分～11時、受付：

午前10時～、当日先着12人
わくわく広場「プログラミ
ングロボットであそぼう」 14日㈰ 午前10時15分～11時30分、

16人（保護者参加・見学可）
わくわく広場「手
洗い・糖度実験」 21日㈰ 午 後1時 ～2時、 12人 

（保護者参加・見学可）
みんなDEあそぼ

「巨大すごろく」 28日㈰ 午後1時10分～2時30分、
当日先着10人

中高生 トワイライトゾーン 6日㈯、13日㈯、20日㈯ 午後5時～6時
トワイライトゾーン「3on3」 27日㈯ 午後5時～6時、当日先着12人

乳幼児

おまたせ！トラン
ポリン（1歳以上） 13日㈯ 午 前11時10分 ～11時

40分、 12組
親子であそぼう「う
んどうあそび」 21日㈰ 午前11時～11時20分、

当日先着12組
子育て講演会「子育て
の楽しさは絵本から」 31日㈬ 午前10時30分～11時30分、

20組
ヨチヨチ広場

（０～１歳児向け） 18日㈭、19日㈮ 午前11時～11時30分、
当日先着15組

ニコニコくらぶ
（２歳以上向け） 24日㈬、25日㈭ 午前11時～11時30分、

当日先着15組
親子サロン

（0～3歳児向け） 9日㈫、26日㈮ 午前11時～11時40分、
当日先着15組

親子でぎゅっ♪
10日㈬、12日㈮、17日㈬、19日㈮、
20日㈯、24日㈬、26日㈮、31日㈬

午後1時30分～1時50分、
当日先着10組

11日㈭、23日㈫ 午前11時～11時20分、当日先着10組
子育て相談 17日㈬ 午前10時～11時45分、当日先着3組

妊産婦 プレママあつまれ！ 28日㈰ 午前10時30分～11時30分、 6人

小学生

ワイワイ広場「シャ
ボン玉飛ばそう」 7日㈰ 午後3時15分～4時（受付：

午後3時～)、当日先着15人
かんたん工作「スライ
ムを作ろう」 13日㈯、20日㈯ 午 前10時15分 ～11時

15分、当日先着30人
おはなしタイム 20日㈯ 午後3時15分～4時（受付：

午後3時～、当日先着15人

屋上DEあそぼ 21日㈰
午後3時15分～4時（受付：
午後3時～）、当日先着10
人　※雨天中止です。

中高生 トワイライトゾーン 7日㈰、13日㈯、21日㈰、27日㈯ 午後5時～6時

乳幼児

楽しいおはなし会 12日㈮ 午前11時～11時30分、当日先着12組
ワイワイ幼児タイ
ム(3歳以上向け) 14日㈰ 午前10時30分～11時、

当日先着12組
ヨチヨチ広場

（0～1歳児向け）
9日㈫、18日㈭、
26日㈮、31日㈬

午前11時～11時30分、
当日先着12組

ニコニコくらぶ
（2歳以上向け）

10日㈬、19日㈮、
25日㈭、30日㈫

午前10時30分～11時、
当日先着12組

親子サロン
（0～3歳児向け） 11日㈭、17日㈬ 午前10時30分～11時、

当日先着12組

おひさま広場
9日㈫、10日㈬、18日㈭、
19日㈮、25日㈭、26日㈮、 
30日㈫、31日㈬

ニコニコ、ヨチヨチ終了
後15分程度

大土居1-38
☎（581）5614　F（581）5616毛勝児童センター

小学生

けかつ広場「ドッ
ジボール大会」 6日㈯ 午後3時15分～4時、

当日先着15人
けかつ広場「卓球
大会」 7日㈰ 午後3時15分～4時、

当日先着15人
作って あ そ ぼう

「おたのしみ工作」 13日㈯、14日㈰ 午後3時15分～4時、
当日先着15人

けかつ広場「ドッ
ジボール大会」 21日㈰ 午後3時15分～4時、

当日先着15人
けかつ広場「バド
ミントン大会」 27日㈯ 午後3時15分～4時、

当日先着15人

中高生 トワイライトゾーン 6日㈯、7日㈰、21日㈰、
27日㈯、28日㈰ 午後5時～6時

乳幼児

ミニミニおはなし会 19日㈮ 午前11時～11時20分、
当日先着8組

幼児タイム 28日㈰ 午前11時～11時30分、
当日先着15組

ヨチヨチ広場 25日㈭、26日㈮ 午前11時～11時30分、
当日先着15組

ニコニコくらぶ 23日㈫、24日㈬ 午前11時～11時30分、
当日先着15組

ニコヨチ 9日㈫、10日㈬ 午前11時～11時30分、
当日先着15組

親子サロン
（0～3歳児向け） 30日㈫ 午前11時～11時30分、

当日先着15組

にこちゃん広場
9日㈫、10日㈬、
23日㈫、24日㈬、
25日㈭、26日㈮

ニコヨチ、ニコニコ、ヨ
チヨチ終了後15分程度

小学生

屋上であそぼう 6日㈯、13日㈯ 午後2時～3時（受付：午後1時45分
～）当日先着10人 ※雨天中止です。

わんぱく広場「職員
とあそぼう」 7日㈰ 午後2時～3時（受付：午後1

時45分～）、当日先着16人
わんぱく広場「バド
ミントンであそぼう」 14日㈰ 午後2時～3時（受付：午後1

時45分～）、当日先着16人
作ってわくわく「アイロ
ンビーズで自由制作」 20日㈯ 午前10時30分～11時30分、

午後2時～3時、 各16人
わんぱく広場「ド
ッヂボール大会」 28日㈰ 午後2時～3時（受付：午後1

時45分～）、当日先着16人
中高生 トワイライトゾーン 6日㈯、13日㈯、

28日㈰ 午後5時～6時

乳幼児

わんぱく幼児タイ
ム（3歳以上向け） 21日㈰、27日㈯ 午前10時30分～11時、

当日先着15組
わくわく幼児タイム 25日㈭、26日㈮ 午前10時30分～11時、当日先着15組
ヨチヨチ広場

（0～1歳児向け）
10日㈬、23日㈫、
24日㈬

午前10時30分～11時、
当日先着15組

ニコニコくらぶ
（2歳以上向け）

12日㈮、17日㈬、
18日㈭

午前10時30分～11時、
当日先着15組

親子サロン（0～3歳児向け） 19日㈮、31日㈬ 午前10時30分～11時、当日先着15組
ぴよちゃん広場 10日㈬、12日㈮、17日㈬、

18日㈭、23日㈫、24日㈬
ニコニコ、ヨチヨチ終了
後15分程度

5月の行事予定

市児童センター
ウェブサイト

①午前10時～正午
②午後1時～5時

1日㈪、3日㈬・㈷、4日㈭・㈷、5日㈮・㈷、8日㈪、
15日㈪、16日㈫、22日㈪、29日㈪

※館内消毒のため2区分に分けています。

開館時間

今月の休館日
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ＳＮＳ・メールもチェック

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

さ
ん
ぽ
み
ち

議会
男女共同参画センターじょなさん

ID：＠kasuga_fukuoka

春日市L
ラ イ ン

INE
公式アカウント

環境 @kasuga_kankyo
食育 @kasuga_syokuiku
人権 @kasuga_jyonasan
子育て @kasuga_kosodate
かすがカメラ部 @kasuga_camera_club

広報 @kasuga_PR
採用 @kasuga_saiyo
環境 @kasuga_kankyo
スポーツ @kasuga_sports
新型コロナウイルス感染症対策本部 ＠kasuga_CoV
奴国の丘歴史資料館 ＠kasuga_nakoku

防災 @kasuga_bousai
防犯 ＠kasuga_bouhan
納税 @kasuga_nouzei
地域教育 @kasuga_manabou

メール登録用 アプリiPhone版 アプリAndroid版

春
日
市
総
合

情
報
メ
ー
ル アプリで登録する場合の登録用空メールアドレス入力画

面で「メール登録用」QRコードを読み取ってください。

口腔保健センターちくし 休日急患歯科診療所  ※診療は急患のみ

春日原北町1-3-6 筑紫歯科医師会館内　☎（571）0118
受付日時　日曜日・祝日・盆の午前9時〜午後1時
　　　　　年末年始の午前9時〜午後4時

救急電話相談・医療機関案内

急な病気やけがの対処についてや救急車の利用、最寄りの医療機関な
どのアドバイスを行います（24時間、年中無休）。夜間当番医など、詳
しくはウェブサイト（ 1001374）を見てください。

♯7119　☎（471）0099

小児救急電話相談

平日夜間（午後7時〜翌朝7時）、土曜日（正午〜翌朝7時）、日曜日（午
前7時〜翌朝7時）の子どもの急な病気やけがに対する処置の判断に
困ったときに、看護師や小児科医がアドバイスします。

♯8000　☎（731）4119★ 緊 急 医 療 情 報 ★

小児科夜間・休日救急診療

※祝日の診療時間は、いずれも午前9時〜午後9時30分です。
※受付終了は午後9時です。
※救急診療部からの支援体制を図る場合があります。

福岡大学筑紫病院
☎（921）1011 月・水・金曜日　午後5時〜9時30分

福岡徳洲会病院
☎（573）6622

火・木・土曜日　午後5時〜9時30分
日曜日　　　　　午前9時〜午後9時30分

（
令
和
５
年
３
月
末
現
在
）

市
の
人
口

●増　転入 1,195人
　　　出生 68人
　　　その他 9人
●減　転出 1,355人
　　　死亡 89人
　　　その他 4人

●総人口
　112,478人     （前月 −176）
　女：58,097人 （前月 −24）
　男：54,381人（前月 −152）
●世帯数
　50,611世帯 （前月 ＋68）

か
す
が
カ
メ
ラ
部

　

２
年
目
を
迎
え
る「
か
す
が
カ

メ
ラ
部
」。
市
に
住
む
20
〜
40
代

の
部
員
が
、
市
の
街
並
み
や
市
内

の
飲
食
店
な
ど
を
思
う
ま
ま
に
撮

影
し
、
か
す
が
カ
メ
ラ
部
の
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト
で
発
信

し
て
い
ま
す
▼
一
眼
レ
フ
で
撮
影

す
る
人
、
ス
マ
ホ
で
撮
影
す
る
人
、

両
方
で
撮
影
す
る
人
な
ど
、
撮
影

形
態
は
そ
れ
ぞ
れ
。
そ
ん
な
部
員

が
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
が
、

カ
メ
ラ
教
室
。
講
師
に
質
問
し
た

り
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
と
、

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
活
動
に
楽
し
さ
を
見
出
し
て

い
た
だ
け
た
の
か
、
１
期
生
全
員

が
活
動
期
間
を
延
長
し
今
も
活
躍

し
て
い
ま
す
▼
今
号
の
表
紙
は
、

部
員
が
撮
影
し
た
写
真
を
使
用
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
市
内
外
の

イ
ベ
ン
ト
や
市
報
で
部
員
が
撮
影

し
た
写
真
を
紹
介
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
▼
写
真
を
撮
る
こ
と

が
好
き
な
人
や
市
民
の
皆
さ
ん
に

紹
介
し
た
い
市
の
穴
場
を
知
っ
て

い
る
人
は
、
こ
の
機
会
に
入
部
し

て
み
ま
せ
ん
か
。　
　
　
　
　
㊁

休日当番医 当番医は変更になることがあります。必ず事前に問い合わせてください。 午前9時〜午後5時 内科、 外科、 産婦人科

3日㈬・㈷ たけの内科クリニック
☎（593）0500

樋口病院
☎（572）0343

城戸整形外科クリニック
☎（513）5002

福岡徳洲会病院
☎（573）6622

西尾産婦人科医院
☎（928）1103

4日㈭・㈷ 丸山循環器科内科医院
☎（924）3610

福岡徳洲会病院
☎（573）6622

うれしの外科胃腸科クリニック
☎（954）1111

福岡徳洲会病院
☎（573）6622

吉川レディースクリニック
☎（918）8522

5日㈮・㈷ 原病院
☎（581）1631

秦病院
☎（501）1111

渡辺整形外科クリニック
☎（929）5353

諸岡整形外科病院
☎（952）8888

早瀬川医院
☎（924）3531

7日㈰ 本村内科医院
☎（587）1055

福岡徳洲会病院
☎（573）6622

黒﨑整形外科医院
☎（954）2551

福岡徳洲会病院
☎（573）6622

城野産婦人科クリニック
☎（584）1103

14日㈰ いとう内科クリニック
☎（927）0195

済生会二日市病院
☎（923）1551

なかむら整形外科（筑紫野）
☎（926）9300

済生会二日市病院
☎（923）1551

永川産婦人科医院
☎（922）3164

21日㈰ かわらだクリニック
☎（583）9678

自衛隊福岡病院
☎（581）0431

徳永外科医院
☎（926）8330

自衛隊福岡病院
☎（581）0431

牛島産婦人科医院
☎（921）2511

28日㈰ 帆足医院
☎（922）2746

福岡大学筑紫病院
☎（921）1011

成田整形外科医院
☎（922）1331

福岡大学筑紫病院
☎（921）1011

早瀬川医院
☎（924）3531

今
月
の
納
期

納税は便利な口座振替のご利用を！

■ 軽自動車税（種別割）　全期

※今月の納期限は、5月31日㈬です。
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対象者
　初回接種（1・2回目）を終えている以下のいずれかの条件に該当する人
　⑴65歳以上の人
　⑵５歳以上64歳以下で基礎疾患を有する人
　⑶医療従事者や介護従事者、障がい施設従事者など
　※対象者以外は接種できません。
　※⑵と⑶については接種券の発行申請が原則必要です（４回目接種を令和４年10月１日までに従来ワクチンで接種した

人は除く）。手続き方法は市ウェブサイトを見てください。

　重症化予防などを目的に、5月8日㈪から、令和５年春開始接種が始まります。
　接種を希望する人は接種券が届き次第、予約してください。

令
和

5年
5月

1日
号

  №
1236

新型コロナワクチン
令和5年春開始接種が始まります（無料）

▲新型コロナワクチン
　令和5年春開始接種
　希望申請（５〜６４歳の人）

実施期間
　5月8日〜８月末（予定）
　※集団接種会場は５月９日㈫から実施します。
　※９月以降は【令和５年秋開始接種】が始まります。詳しくは改めてお知らせします。

接種場所
　⑴個別接種を実施している医療機関（接種券同封の案内または市ウェブサイトを見てください。）
　⑵集団接種会場
　　①総合スポーツセンター　会議室（大谷６−２８）
　　②いきいきプラザ（昇町１−１２０）
　　※それぞれの会場の実施日や使用ワクチンは必ず予約の際に確認してください。
　　※会場や実施日を間違えると接種ができませんので注意してください。

対象者 発送予定日

令和４年11月15日までに前回接種をした人 ４月20日㈭

令和４年11月30日までに前回接種をした人 ４月25日㈫

令和４年12月15日までに前回接種をした人 ５月  ９日㈫

令和４年12月31日までに前回接種をした人 ５月16日㈫

令和５年２月28日までに前回接種をした人 ５月23日㈫

接種券発送スケジュール

※令和５年３月〜５月７日㈰に接種した対象者には、前回接種から３カ月が経過するタイミングで接種券を送付します。
　また、６５歳に到達した場合は誕生日の翌月の上旬に接種券を送付します。

問い合わせ先　健康課健康づくり担当　☎（５０１）１１３４　F（５０１）1135　 1008753

☎（５５８）９９８８
受付時間

▽月〜金曜日（祝日を除く）：午前９時〜午後７時

▽土・日曜日、祝日：午前９時〜午後５時
※通話料がかかります。

電話で予約する
（市コールセンター） LINEで予約する

　LINEアプリ（無料）は、「A
ア ッ プ

pp 
S
ス ト ア

tore」または「G
グ ー グ ル

oogle P
プ レ イ

lay
ストア」からインストールしてく
ださい。

▲市LINE公式アカウント


